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『
汐
製
菓
会
社
の
新
作

9
5
 

サ

ブ
レ5

』 

 

シ
ー
ン1

：
オ
フ
ィ
ス
の
朝 

静

か
な
オ
フ
ィ
ス
。
社

員

た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
デ
ス
ク

で
作

業

中

。
電

話

の
コ
ー
ル
音

や
キ
ー
ボ
ー
ド
の
打

鍵

音

が
響

く
。
塩

田

が
書

類

を
抱

え
て
コ
ー
ヒ
ー
を

飲

み
な
が
ら
歩

く
。 

塩

田

（
独

り
言

） 

「

今

日

こ
そ
平

穏

無

事

に
終

わ
っ
て
ほ
し
い…

。
社

長

が
ま
た
何

か
思

い
つ
か
な
け
れ
ば…

。
」 

突

然

、
オ
フ
ィ
ス
の
ド
ア
が
勢

い
よ
く
開

く
音

。
社

員

全

員

が
び
く
っ
と
す
る
。
カ
ラ
フ
ル
な
ス
ー
ツ
に
身

を

包

ん
だ
汐

が
登

場

。 

汐

（
大

声

で
） 

「

お
は
よ
う
、
諸

君

！

準

備

は
で
き
て
い
る
か
？

」 



 

2 

 

社

員

A

（
呆

れ
た
顔

で
） 

「

ま
た
社

長

の
朝

の
挨

拶

が…

。
」 

社

員

B
（
ぼ
そ
っ
と
） 

「

今

日

は
何

を
言

い
出

す
ん
だ
ろ
う
な
。
」 

塩

田

（
慌

て
て
近

づ
き
） 

「

社

長

、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
で
す
が
、
今

日

は

1
0

時

か
ら
取

引

先

と
の
大

事

な
会

議

が
あ
り
ま
す

よ
？

」 

汐

（
笑

顔

で
手

を
振

り
な
が
ら
） 

「

そ
ん
な
も
の
後

回

し
だ
！

今

日

は
も
っ
と
重

要

な

こ
と
が
あ
る
！

」 

塩

田

（
困

惑

し
な
が
ら
） 

「

も
っ
と
重

要…

？

」 

汐 

「

そ
う
、
新

作

の
ア
イ
デ
ア
が
降

り
て
き
た
の
だ
！

さ

あ
、
全

員

、
会

議

室

に
集

合

だ
！

」 



 

3 

 

社

員

た
ち
が
た
め
息

を
つ
き
つ
つ
、
塩

田

に
促

さ
れ
て

会

議

室

へ
向

か
う
。 

 

シ
ー
ン2

：
会

議
室
で
の
発

表 

会

議

室

。
社

員

た
ち
が
座

り
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
の

前

に
立

つ
汐

を
見

つ
め
る
。 

汐

（
勢

い
よ
く
マ
ー
カ
ー
で
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
「

新

作

9
5

」
と
書

く
） 

「

諸

君

、
聞

い
て
驚

け
。
今

回

の
新

作

は…

『

洋

梨

・

メ
ロ
ン
味

サ
ブ
レ
』
だ
！

」 

会

議

室

が
一

瞬

静

ま
り
返

る
。
社

員

た
ち
が
顔

を

見

合

わ
せ
る
。 

社

員

A
 

「

洋

梨

と…

メ
ロ
ン
？

」 
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社

員

C
 

「

そ
の
組

み
合

わ
せ
、
お
菓

子

で
は
聞

い
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
ね
。
」 

塩

田

（
慎

重

に
） 

「

社

長

、
そ
れ
が
本

当

に
売

れ
る
と
お
考

え
で
？

」 

汐

（
自

信

満

々
に
） 

「

当

然

だ
！

こ
の
二

つ
の
フ
ル
ー
ツ
の
甘

み
と
爽

や
か

さ
が
、
今

ま
で
の
サ
ブ
レ
に
は
な
か
っ
た
新

し
い
魅

力

を
生

み
出

す
の
だ
！

」 

社

員

D

（
手

を
挙

げ
て
） 

「

で
も
、
洋

梨

も
メ
ロ
ン
も
個

性

的

な
味

で
す
し
、
バ

ラ
ン
ス
を
取

る
の
が
難

し
そ
う
で
す
ね
。
」 

汐

（
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
「

可

能

性

」
と
大

き
く
書

く
） 

「

そ
こ
が
面

白

い
と
こ
ろ
だ
！

常

識

に
囚

わ
れ
ず
、

新

し
い
挑

戦

を
す
る
こ
と
が
我

々
汐

製

菓

の
使

命

だ
！

」 
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塩

田

（
苦

笑

い
し
な
が
ら
） 

「

そ
う
言

っ
て
、
前

回

の
『

ワ
サ
ビ
味

ク
ッ
キ
ー
』
は
あ

ま
り
評

判

が…

。
」 

汐 

「

あ
れ
は
時

代

が
追

い
つ
い
て
い
な
か
っ
た
だ
け
だ
！

今

回

は
違

う
ぞ
、
絶

対

に
成

功

す
る
！

」 

社

員

た
ち
は
困

惑

し
つ
つ
も
、
汐

の
熱

意

に
押

さ
れ

て
い
く
。 

 

シ
ー
ン3

：
試

作
室
で
の
試

行
錯
誤 

汐

製

菓

の
試

作

室

。
社

員

た
ち
が
白

衣

を
着

て
サ

ブ
レ
の
試

作

に
励

ん
で
い
る
。
オ
ー
ブ
ン
の
音

や
ミ
キ

サ
ー
の
音

が
響

く
中

、
フ
ル
ー
ツ
を
扱

う
手

元

が
映

る
。 

社

員

C

（
オ
ー
ブ
ン
を
覗

き
な
が
ら
） 

「

温

度

は

1
8

0

度

で
焼

き
時

間

は

1
2

分

。
こ
の
配

合

で
大

丈

夫

で
し
ょ
う
か
？

」 
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社

員

E

（
生

地

を
混

ぜ
な
が
ら
） 

「

で
も
、
洋

梨

が
メ
ロ
ン
よ
り
も
主

張

し
す
ぎ
て
る
気

が
す
る
ん
で
す
よ
ね
。
」 

塩

田

（
試

食

用

の
サ
ブ
レ
を
持

ち
上

げ
て
） 

「

一

度

試

し
て
み
ま
し
ょ
う
。
こ
の
試

作

品

で
ど
う
か

…

。
」 

社

員

た
ち
が
試

作

品

を
試

食

す
る
。
最

初

に
汐

が

大

き
な
一

口

を
食

べ
る
。 

汐

（
目

を
閉

じ
て
味

わ
い
、
ゆ
っ
く
り
と
） 

「

う
む…

。
こ
れ
は…

！

」 

全

員

が
期

待

の
眼

差

し
を
向

け
る
。 

汐

（
顔

を
し
か
め
て
） 

「

少

し
苦

い
な
。
」 

社

員

A
 

「

洋

梨

と
メ
ロ
ン
な
の
に
？

」 
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塩

田

（
試

食

し
な
が
ら
） 

「

た
し
か
に…

思

っ
た
よ
り
も
苦

味

が
出

て
ま
す
ね
。

こ
れ
は
配

合

を
変

え
る
べ
き
か
も
。
」 

社

員

D
 

「

次

は
メ
ロ
ン
を
少

し
減

ら
し
て
み
ま
し
ょ
う
か
。
あ

と
、
焼

き
加

減

も
調

整

し
た
方

が
良

さ
そ
う
で

す
。
」 

 

シ
ー
ン4

：
国

内
市
場

テ
ス
ト 

新

宿

駅

前

で
の
試

食

イ
ベ
ン
ト
。
ブ
ー
ス
に
は
サ
ブ
レ

が
山

積

み
さ
れ
、
社

員

た
ち
が
通

行

人

に
呼

び
か
け

て
い
る
。 

汐

（
マ
イ
ク
を
握

り
、
勢

い
よ
く
） 

「

さ
あ
さ
あ
、
新

作

サ
ブ
レ
は
い
か
が
で
す
か
！
『

洋

梨

と
メ
ロ
ン
の
絶

妙

な
ハ
ー
モ
ニ
ー
』
を
ぜ
ひ
ご
堪

能

く
だ
さ
い
！

」 
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通

行

人

が
ブ
ー
ス
に
興

味

を
示

し
て
立

ち
寄

る
。
若

者

た
ち
や
家

族

連

れ
が
試

食

を
手

に
取

る
。 

若

者

A
 

「

な
に
こ
れ
、
洋

梨

と
メ
ロ
ン
っ
て
ど
ん
な
味

だ
ろ

う
？

」 

若

者

B

（
一

口

食

べ
て
） 

「

あ
、
結

構

美

味

し
い
か
も
。
最

初

は
変

だ
と
思

っ

た
け
ど
、
ク
セ
に
な
る
感

じ
！

」 

主

婦

C
 

「

こ
れ
、
紅

茶

と
一

緒

に
食

べ
る
と
い
い
か
も
。
ち
ょ
っ

と
持

ち
帰

り
た
い
わ
ね
。
」 

塩

田

（
喜

び
つ
つ
も
冷

静

に
） 

「

思

っ
た
以

上

に
反

応

は
悪

く
な
い
で
す
ね
。
こ
れ
な

ら
い
け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
」 

汐

（
満

足

そ
う
に
） 

「

ほ
ら
見

ろ
、
塩

田

！

私

の
直

感

に
間

違

い
は
な
か

っ
た
だ
ろ
う
！

」 
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塩

田

（
微

笑

み
な
が
ら
） 

「

こ
の
調

子

で
海

外

に
も
展

開

で
き
る
と
い
い
で
す

ね
。
」 

汐 

「

そ
の
た
め
に
次

の
舞

台

は
フ
ラ
ン
ス
だ
！

」 

シ
ー
ン5

：
フ
ラ
ン
ス
菓

子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
到
着 

場

所

：
フ
ラ
ン
ス
・
リ
ヨ
ン
の
大

規

模

な
菓

子

フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
会

場 

汐

製

菓

の
ブ
ー
ス
準

備

が
進

む
中

、
周

囲

の
他

ブ
ー

ス
は
華

や
か
で
洗

練

さ
れ
た
装

飾

が
施

さ
れ
、
観

客

も
多

く
集

ま
っ
て
い
る
。
汐

と
塩

田

が
ブ
ー
ス
の
看

板

を
見

上

げ
る
。 

看

板

：「S
a

b
lé

 5
 –

 P
o

ire
 &

 M
e

lo
n

」 

塩

田

（
少

し
緊

張

し
た
様

子

で
） 

「

社

長

、
本

当

に
大

丈

夫

な
ん
で
し
ょ
う
か
。
周

り

は
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ば
か
り
で
す
よ
。
」 
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汐

（
全

く
動

じ
ず
） 

「

大

丈

夫

だ
。
む
し
ろ
こ
の
緊

張

感

こ
そ
が
我

々
の

チ
ャ
ン
ス
を
際

立

た
せ
る
ん
だ
。
」 

塩

田

（
小

声

で
） 

「

確

か
に
目

立

ち
は
し
ま
す
け
ど…

。
い
い
意

味

で
目

立

つ
と
い
い
ん
で
す
け
ど
ね
。
」 

 

シ
ー
ン6

：
試

食
開
始

と
最

初
の
反
応 

場

所

：
汐

製

菓

の
ブ
ー
ス 

観

客

た
ち
が
次

々
に
試

食

品

の
サ
ブ
レ
を
手

に
取

る
。
場

面

が
ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
で
展

開

し
、
洋

梨

と

メ
ロ
ン
の
色

合

い
、
サ
ブ
レ
の
表

面

の
焦

げ
目

、
細

か

な
粉

の
質

感

が
映

し
出

さ
れ
る
。 

フ
ラ
ン
ス
人

女

性

A
 

「

洋

梨

と
メ
ロ
ン
？

変

わ
っ
た
組

み
合

わ
せ
ね
。
」 
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フ
ラ
ン
ス
人

男

性

B

（
一

口

食

べ
て
眉

を
ひ
そ
め
） 

「

甘

い
の
か
爽

や
か
な
の
か
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
」 

フ
ラ
ン
ス
人

少

年

C

（
母

親

に
小

声

で
） 

「

マ
マ
ン
、
ち
ょ
っ
と
変

な
味…

。
」 

観

客

の
ざ
わ
つ
き
が
広

が
り
、
塩

田

が
焦

る
。
カ
メ
ラ

が
焦

る
塩

田

を
映

し
、
肩

を
す
く
め
る
シ
ー
ン
が
映

る
。 

塩

田

（
小

声

で
汐

に
） 

「

社

長

、
も
う
無

理

で
す
。
撤

収

し
ま
し
ょ
う…
。
」 

汐

（
拳

を
握

り
し
め
て
、
カ
メ
ラ
が
彼

女

を
正

面

か

ら
映

し
出

す
） 

「

い
や
、
こ
こ
で
引

く
わ
け
に
は
い
か
ん
。
」 

 

シ
ー
ン7

：
審

査
員
の
登

場
と
試
食 

場

所

：
汐

製

菓

の
ブ
ー
ス 
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フ
ラ
ン
ス
の
名

高

い
審

査

員

3

人

が
ブ
ー
ス
に
近

づ

く
。
会

場

全

体

が
少

し
静

ま
り
返

る
。
観

客

が
彼

ら

に
注

目

す
る
。
カ
メ
ラ
が
少

し
低

い
位

置

か
ら
審

査

員

た
ち
を
捉

え
、
威

厳

を
感

じ
さ
せ
る
。 

フ
ラ
ン
ス
審

査

員

A
（
一

口

食

べ
て
す
ぐ
に
眉

を
ひ

そ
め
る
） 

「

ム
ム…

。
こ
れ
は
奇

妙

だ
。
」 

フ
ラ
ン
ス
審

査

員

B
 

「

素

材

は
良

い
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
サ
ブ
レ
文

化

に
は
程

遠

い
。
」 

フ
ラ
ン
ス
審

査

員

C

（
冷

た
く
） 

「

ま
る
で
子

供

が
遊

び
で
作

っ
た
よ
う
な
味

だ
な
。
」 

観

客

た
ち
も
ざ
わ
め
き
、
失

望

の
声

が
広

が
る
。
塩

田

は
完

全

に
固

ま
る
。
カ
メ
ラ
が
塩

田

の
表

情

を
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る
。 

塩

田

（
小

声

で
） 

「

社

長

、
も
う
無

理

で
す
。
撤

収

し
ま
し
ょ
う…

。
」 
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汐

（
自

信

満

々
に
） 

「

こ
れ
か
ら
が
勝

負

だ
。
」 

 

シ
ー
ン8

：
汐

、
審
査

員
と
正
面
対

決 

場

所

：
汐

製

菓

の
ブ
ー
ス
前 

汐

が
堂

々
と
審

査

員

た
ち
の
前

に
立

つ
。
会

場

が
静

ま
り
返

る
。
カ
メ
ラ
は
汐

を
正

面

か
ら
映

し
、
そ
の
自

信

を
強

調

す
る
。
彼

女

の
背

後

に
光

が
差

し
込

む
よ

う
な
演

出

で
、
彼

女

の
存

在

感

を
引

き
立

て
る
。 

汐 

「

審

査

員

の
皆

様

、
一

つ
お
尋

ね
し
ま
す
。
お
菓

子

と
は
、
何

の
た
め
に
存

在

す
る
と
思

い
ま
す
か
？

」 

フ
ラ
ン
ス
審

査

員

A

（
冷

た
く
） 

「

も
ち
ろ
ん
、
美

食

の
た
め
だ
。
洗

練

さ
れ
た
味

わ
い

を
提

供

す
る
た
め
だ
。
」 
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汐

（
笑

み
を
浮

か
べ
な
が
ら
） 

「

そ
れ
だ
け
で
し
ょ
う
か
？

お
菓

子

は
、
人

々
に
驚

き

や
楽

し
さ
を
提

供

す
る
も
の
で
も
あ
る
は
ず
で
す
。
」 

フ
ラ
ン
ス
審

査

員
B

 

「

だ
が
、
そ
の
た
め
に
伝

統

を
捨

て
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
。
」 

汐 

「

伝

統

を
守

る
こ
と
は
重

要

で
す
。
し
か
し
、
新

し
い

味

を
追

求

し
、
未

知

の
可

能

性

を
探

る
こ
と
も
同

じ
く
ら
い
大

切

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

」 

カ
メ
ラ
が
審

査

員

た
ち
の
表

情

を
映

し
、
彼

ら
の
冷

た
さ
が
少

し
ず
つ
和

ら
い
で
い
く
様

子

を
捉

え
る
。
観

客

も
少

し
ず
つ
静

か
に
な
り
、
集

中

し
て
聞

き
入

る
。 

汐 

「

こ
の
『

洋

梨

・
メ
ロ
ン
味

サ
ブ
レ
』
は
、
た
だ
の
奇

抜

な
試

み
で
は
な
い
。
異

な
る
文

化

や
味

覚

を
融

合

さ

せ
、
新

た
な
価

値

を
生

み
出

す
挑

戦

な
の
で
す
！

」 
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フ
ラ
ン
ス
審

査

員

C

（
再

び
試

食

し
、
ゆ
っ
く
り
と
う

な
ず
く
） 

「

た
し
か
に…

。
最

初

の
印

象

は
奇

妙

だ
が
、
も
う

一

度

味

わ
う
と
調

和

が
見

え
て
く
る
。
」 

フ
ラ
ン
ス
審

査

員

A
 

「

こ
の
大

胆

さ
は
、
我

々
フ
ラ
ン
ス
人

が
忘

れ
か
け
て

い
た
革

新

の
精

神

を
思

い
出

さ
せ
る
。
」 

フ
ラ
ン
ス
審

査

員

B
 

「

ふ
む
。
た
し
か
に
新

し
い
可

能

性

が
こ
こ
に
あ
る
。
」 

観

客

か
ら
少

し
ず
つ
拍

手

が
湧

き
起

こ
る
。
カ
メ
ラ

が
観

客

の
反

応

を
広

角

で
捉

え
、
盛

り
上

が
り
を
感

じ
さ
せ
る
。 

 

シ
ー
ン9

：
最

終
決
断

と
受

賞 

場

所

：
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
ス
テ
ー
ジ 
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フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
最

終

結

果

発

表

が
行

わ
れ
る
。
司

会

者

が
結

果

を
読

み
上

げ
る
。
音

楽

が
少

し
静

か
に

な
り
、
緊

張

感

を
高

め
る
。 

司

会

者 

「

今

年

の
最

優

秀

革

新

菓

子

賞

は…

日

本

か
ら
参

加

の
汐

製

菓
『

洋

梨

・
メ
ロ
ン
味

サ
ブ
レ
』
で
す
！

」 

会

場

全

体

が
大

き
な
拍

手

に
包

ま
れ
る
。
カ
メ
ラ
が

汐

と
塩

田

が
ス
テ
ー
ジ
に
上

が
る
様

子

を
、
少

し
後

ろ
か
ら
映

し
て
、
二

人

の
成

長

と
達

成

感

を
感

じ
さ

せ
る
。 

塩

田

（
感

極

ま
っ
て
涙

ぐ
み
な
が
ら
） 

「

社

長

、
や
っ
ぱ
り
諦

め
な
く
て
よ
か
っ
た
で
す
ね
。
」 

汐

（
満

面

の
笑

み
で
） 

「

こ
れ
が
我

々
の
サ
ブ
レ
革

命

だ
！

」 

 

シ
ー
ン1

0

：
帰

国
後
の
祝
賀
会 
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場

所

：
汐

製

菓

の
オ
フ
ィ
ス 

オ
フ
ィ
ス
に
戻

り
、
社

員

た
ち
と
と
も
に
祝

賀

会

が
開

か
れ
る
。
試

作

を
重

ね
た
サ
ブ
レ
が
テ
ー
ブ
ル
に
並

び
、
笑

顔

が
あ
ふ
れ
る
。
音

楽

が
軽

快

に
流

れ
、
喜

び
を
演

出

す
る
。 

社

員

A
 

「

社

長

、
本

当

に
す
ご
い
で
す
。
次

は
ど
ん
な
味

を

作

る
ん
で
す
か
？

」 

汐

（
意

味

深

な
笑

み
を
浮

か
べ
て
） 

「

次

は…

ト
マ
ト
味

の
ガ
ト
ー
シ
ョ
コ
ラ
だ
！

」 

塩

田

（
ず
っ
こ
け
な
が
ら
） 

「

ま
た
で
す
か
！

？

」 

全

員

の
笑

い
声

が
響

く
中

、
画

面

が
フ
ェ
ー
ド
ア
ウ

ト
。 

 

エ
ン
ド
ロ
ー
ル 
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社

内

の
賑

や
か
な
様

子

と
海

外

の
販

促

映

像

が
交

互

に
流

れ
、
音

楽

が
盛

り
上

が
り
を
見

せ
る
。 

 


